
人
的
被
害
防
止
の
た
め
職
員
の
意
識
改
革
を

総
務
常
任
委
員
長

　
筑
井
あ
け
み

経
済
建
設
常
任
委
員
長

　
島
田
　
榮
一

不
況
対
策
実
績
と
幹
線
道
路
工
事
の
進
捗
は

町
の
情
報
セ
キ
奛
リ
テ
鍈
に
つ
い
て
調
査

町
の
経
済
対
策
と
都
市
建
設
事
業
に
つ
い
て
調
査

　
当
委
員
会
は
、
12
月
７

日
、
経
済
産
業
課
・
都
市
建

設
課
の
事
業
に
つ
い
て
調
査

し
た
。

①
　
不
況
対
策
の
実
績
と
今
後

②
　
平
成
21
年
度
幹
線
道
路
工

事
の
進
捗
状
況

　①
　
平
成
21
年
２
月
に
不
況
対

策
室
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

不
況
に
か
か
わ
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、

雇
用
創
出
事
業
、
経
営
サ
ポ
ー

ト
資
金
保
証
料
補
助
事
業
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
等

を
実
施
し
て
実
績
を
上
げ
る
。

②
　
今
年
度
実
施
し
て
い
る
幹

線
道
路
の
工
事
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
、
(1)
斉
田
・
上
之
手
線
、

(2)
町
道
１
０
２
号
線
、
(3)
町

道
２
１
７
号
線
、
(4)
町
道
１

０
６
号
線
、
(5)
町
道
２
２
４

　
当
委
員
会
は
、
12
月
７
日

委
員
会
を
開
催
し
、
総
務
課

の
課
題
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

玉
村
町
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ

リ
シ
ー
改
訂

　
当
町
で
は
、
平
成
16
年
に
、

町
が
取
り
扱
う
情
報
資
産
を
適

切
に
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
﹁
玉
村
町
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
﹂
を
策
定
し

た
。

　
そ
の
後
、
総
務
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
全
面
改
訂
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
平
成
20
年
に
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。
　

　
今
年
度
は
、
人
的
被
害
を
防

ぐ
た
め
の
対
策
と
し
て
複
合
機

を
導
入
し
、
印
刷
・
コ
ピ
ー
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
デ
ー
タ
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
す
べ
て
サ
ー

バ
ー
に
記
録
が
残
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
漏
え
い
事

故
が
起
き
た
場
合
に
は
、
原
因

究
明
や
次
の
対
策
を
練
る
た
め

の
資
料
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
導
入
し
た
目
的
に
は
、
経
費

削
減
を
図
る
こ
と
も
あ
る
。
一

括
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
紙
・

電
気
・
保
守
点
検
代
が
、
今
ま

で
の
経
費
の
半
分
と
な
っ
た
。

ま
た
、
職
員
が
﹁
管
理
さ
れ
て

い
る
﹂
と
意
識
を
持
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
無
駄
を
省
く
姿
勢
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
全
国
的
な
情
報
漏
え
い
等
の

被
害
は
、
そ
の
９
割
以
上
が
人

的
被
害
で
あ
る
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
た
だ

け
で
は
意
味
が
な
く
、
職
員
の

意
識
改
革
が
重
要
で
あ
り
、
研

修
や
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

が
高
度
化
し
て
く
る
と
、
シ
ス

テ
ム
も
難
易
と
な
り
、
必
要
な

機
器
の
調
達
に
お
い
て
、
町
内

業
者
が
太
刀
打
ち
で
き
な
い
懸

念
が
あ
る
。

高
度
化
に

対
応
で
き

る
よ
う
、
町

内
業
者
が

勉
強
す
る

機
会
を
設

け
る
配
慮

も
必
要
で

は
な
い
か
。

13

号
線
、
(6)
町
道
２
２
０
号
線

が
工
事
の
対
象
路
線
に
な
る

が
、
一
部
用
地
の
買
収
交
渉
に

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　①
　
不
況
経
済
対
策
の
実
績
と

今
後
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
第
２
弾
の
発
行
及

び
経
営
サ
ポ
ー

ト
資
金
保
証
料

補
助
事
業
の
保

証
枠
の
拡
大
等

を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
の
こ

と
で
あ
り
、
努

力
を
期
待
す

る
。

②
　
幹
線
道
路

工
事
に
お
け
る

地
権
者
と
の
用

地
交
渉
に
は
鋭

意
努
力
さ
れ
、

工
事
が
順
調
に

進
捗
す
る
こ
と

を
望
む
。

セキュリティ保持とレベル向上
のために導入された複合機

拡幅が予定されている町道106号線（玉村高校東側付近）
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文
教
福
祉
常
任
委
員
長

　
村
田
　
安
男

不
登
校
の
原
因
は
家
庭
や
友
達
・
環
境
変
化

玉
村
町
に
お
け
る
不
登
校
児
童
の
現
状
と
対
応
を
調
査

　
当
委
員
会
は
、
12
月
８
日

委
員
会
を
開
催
し
、
学
校
教

育
課
の
当
面
の
課
題
に
つ
い

て
調
査
し
た
。
　
　
　
　
　

　
　

玉
村
町
に
お
け
る
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
現
状
と
対
応

　　
平
成
20
年
度
中
、
年
間
30
日

以
上
欠
席
し
て
い
る

児
童
は
、
小
学
校
３

名
、
中
学
校
40
名
で
あ

る
。

　
県
及
び
全
国
平
均

と
比
較
す
る
と
、
小
学

校
は
大
幅
に
下
回
っ

て
い
る
が
、
中
学
校
は

同
等
な
数
字
と
な
っ

て
い
る
。

　
発
生
原
因
は
、
家
庭

や
友
達
の
問
題
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
外

国
籍
の
生
徒
の
語
学

力
問
題
、
中
学
校
入
学
時
に
お

け
る
校
区
の
変
更
、
部
活
動
な

ど
に
よ
る
環
境
変
化
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
。

　
当
町
で
は
、
不
登
校
を
防
止

す
る
た
め
、
次
の
対
策
を
行
っ

て
い
る
。

①
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置

　
平
成
21
年
度
か
ら
１
名
増
員

し
、
２
名
で
不
登
校
問
題
な
ど

14

の
生
徒
指
導
相
談
に
対
応
し
て

い
る
。

②
　
ふ
れ
あ
い
教
室
の
設
置

　
学
校
に
な
じ
め
な
い
子
ど
も

た
ち
が
通
所
し
、
適
応
状
態
に

な
り
次
第
、
学
校
に
戻
し
て
い

る
。

③
　
不
登
校
、
生
徒
指
導
担
当

者
会
議

　
小
中
学
校
の
生
徒
指
導
担
当

教
諭
、
ふ
れ
あ
い
教
室
指
導

員
、
教
育
相
談
室
の
相
談
員
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
で
構
成
し
、
情
報
交
換
や
対

応
策
の
協
議
、
指
導
に
当
た
っ

て
い
る
。
　

　
不
登
校
へ
の
対
応
は
、
義
務

教
育
に
お
け
る
最
低
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
該

当
児
童
の
指
導
に
つ
い
て
は
、

十
分
時
間
を
か
け
て
ケ
ア
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

新
広
報
委
員
が
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

　
10
月
25
日
の
臨
時
議
会
で
新

し
い
議
会
広
報
特
別
委
員
会
メ

ン
バ
ー
６
名
が
決
ま
り
、
11
月

６
日
、
県
町
村
議
長
会
主
催
の

議
会
広
報
研
修
会
に
委
員
全
員
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不登校児童への指導を行うふれあい教室

で
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
編
集
上
の
留
意
点
な
ど
の
技

術
論
と
と
も
に
、
住
民
と
議
会

を
結
ぶ
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
の
役

割
の
大
切
さ
な
ど
の
お
話
も
あ

り
、
委
員
全
員
で
編
集
の
責
任

の
重
さ
を
再
認
識
し
た
次
第
で

す
。

　
読
ん
で
も
ら
え
る
﹁
議
会
だ

よ
り
﹂
、
正
確
で
分
か
り
や
す

い
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
を
目
指
し

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

た
ま
む
ら
議
会
だ
よ
り
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
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正
確
で
分
か
り
や
す
い
紙
面
を
目
指
し
て

議
会
広
報
特
別
委
員
長

　
原
　
　
幹
雄


